

























































側面二間（三 ・八五メートル）の入母屋造桟瓦葺の建物で、中央二間（四 ・ 五七メートル）に入口通路を開く
図１〜９） 。入口扉は正










塗籠とし、腰に簓子下見板を張る。西面のみは単に下見張りとする。 は正面入口左右見込み三尺と背面東側の外壁のみに当初の下見板がのこる。東西の外壁中央に太い上下枠を左右に伸ばした武者窓（竪連子窓）設け、右手の腰下 板内に上下枠留の与力窓（横連子窓）を設ける。前者は一階 物置と二階物置の明かり取り窓、後者は一階 物置の明かり取り窓となる。背面は腰板をやや低く張り、その上を中塗り仕上げとし、西物置にのみ新しい小さなガラス 引違い窓を開く。屋根は四方を船枻造で持ち出して軒を受け、その四隅に柱から方杖を立てて、隅木を受 る。この方杖は部材が新しく、後世に補強（洋釘止め） ため入れられたものである。軒裏は吹寄せの棹を入れ、 板張 とする。棹や天井板に わずかに弁柄塗りの痕がのこる。屋根の桟瓦葺は銀鼠色 瓦で古いものではなく、棟に風化した棟石を置き、左手前
降り棟にも石を置く。屋根が瓦に葺き替えられた当初は降り棟もすべて石棟であったことがわかる。いづれの石 笏谷石ではなく、地元産の石のようである。　
柱は正面のみ切石布石を二重に据え、その





























































名はみられない。毛利家のある小野村や隣りの木下村・串野村・八丁の庄屋四名を加えても毛利家支配下の約四十ヶ村からみて決して多くない。小野村や串野村の庄屋や長百姓は「見舞留帳」には名のみで、 「志願日記帳」にみられるような村役の肩書付きの名あるいは村役のみの表記とは異なる。こ ような表記をみると、名 ない村の庄屋は役所 付き合いとみられるが、それ以外 名のみは個人的な関係が強く感じ 。 上から長屋門建設は福井藩大庄屋として 役所的 付き合いの見舞 少なく、血縁を含めた地縁あるいは普請 仕事上あるいは地主小作などの関係から見舞がなされたもの 推測される。　
見舞品には酒・赤飯・油揚げ・たけのこ・




見舞人の村 1頁 2頁 3頁 4頁 5頁 6頁 小計 備考
1 ※ 小野 10 1 5 5 21
2 串野 4 2 2 1 9 木挽あり
3 ※ 深坂 1 1 2
4 ※ 木下 1 1 3 3 3 11 木挽あり
5 ※ 中山 1 1 2
6 ※ ? 八丁 2 1 2 1 6 現小幡 ?
7 ※ 白方 1 1 1 3
8 ※ 山岸 1 1 2
9 ※ 波寄 2 2 1 5
10 兵庫 1 3 4
11 ※ 砂子坂 1 1 1 2 2 7
12 中野 1 2 2 5 大工あり
13 佐野 1 1
14 ※ 石畠 1 1
15 大年 1 1
16 ※ 嶋 1 1 2
17 ※ 田ノ頭 1 1
18 ※ 為寄 1 1
19 ※ みの浦 1 1
20 ※ 水切 3 1 4
21 ※ 小幡 2 2 4
22 ※ ? 糸崎中 1 1
23 ※ 石橋 1 1 浄光寺
24 小□□ 3 3
25 ※ 免鳥 1 1
26 ※ ? はしや 1 1 現両橋屋 ?
27 ※ 石新保 1 1 願念寺
28 池尻 1 1
29 ※ 糸崎 3 3
30 ※ 小尉 1 1
31 ※ 正部谷 2 2
32 ※ 長橋 1 1
















































山より調達した材木は、長さ・大きさ・数量・樹種・代金・尺当りの単価が記入される。特に樹種の記入のないものは清帳との比較から松で、この他に杉・槙（槙材については後で検討）が使用されている。下書きの材木明細の記述後半には代金の記入がなくなり、最後には品目のみで途中で終わっている。下書きの材木明細の購入分は持ち山分と同様な体裁で購入先も合わせて記載され、樹種は槙 ・ 栗 ・松・杉である。最後に石の代金と購入先も記される。下書きの材木明細の購入分は清帳の木材明細より項目が少ない。清帳の材木明細と下書きの材木明細 金額を比較すると、ち山分・購入分の両方 、清帳の材木金額が高くなっているものが多くみられる。金額上昇は約一割から四割まであり、そ 理由については後述する。　










































































































































































































































































































































































































































一人、小野村の一人である。出面日数の多い木下村の甚兵衛が中心となって毛利家持山材木を製材したのであろう。 「志願日記帳」には毛利家は長屋門普請のため製材した材木も買っている。この材木の購入先は大工棟梁の善兵衛、木挽の甚兵衛・伝兵衛・又右衛門、この他に小幡村の伝太夫、串野村の善太夫である。大工として参加した木挽与三 も木下村出身であり、 木下村を中心とする串小幡村は木挽の多く住む地域であったことがわかる。　
この他の職人をみると、石屋が上野村利左






や職人などの手間賃さらに諸費用が記入されるが、大工は工数のみで金額の記入 ない。そこで文化六年の鯖江藩領八石村での普請記録によ 大工手間一人一日二 ・五匁を参考に、大工金額を算定した
（⓬）
。これによると、
建設費用は総額約三九八一匁となり、職人手間代が約一三三二匁で 三 ・五％、材料費が約二〇二五匁で五〇 ・九％、手続き関係が約六二六匁で十 ・七％となる。意外に役人へのお礼、書類の申請あるいは見分などの人足
賃、飲食をともなう宿賃に費用を多く要したことが分かる。詳しくみると、職人では大工が全体の約二三 ・二％を占め、日雇・木挽・壁屋とつづく 微々たるものであ 。一方、材料ではやはり材木が約二七 ・三％を占めつづいて茅や藁など 屋根葺材の八 ・一％それに次 で石や瓦などの特殊品がつづ 。　
長屋門建設の資材は前述のように材木が毛





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































き材の金額はどうであろうか。木材は樹種・大きさ ・ 長さ ・ 品質によって単価が異なる で、購入品と自前品の両方で同じ品物がみられる屋根葺き材の藁 縄・麻木を例 みる。藁では購入品が約〇 ・ 〇〇五一匁／束、 自前品が〇 ・〇〇五匁／束、縄では購入 が約〇 ・ 五三匁／束、自前品が〇 ・ 五匁／束、麻木では購入品が〇 ・ 二〇六匁／束、自前品が ・ 二匁／束と、自前品がやや安いがほぼ同じ単価で購入されていること わかる。毛利家持ち山の木材は下書きと清帳いずれも大きさ・長さ・位・金額の他に一丁あるいは一本当たりの単価が記入されるが 清 にはその最後に「買」という字が新しく添えられて る。この「買」の字の追加と屋根葺き材の購入金額を考えあわせると、毛利家持ち山 木材も市場単価に合わせて購入された金額で清帳に書き直されたことが類推される。 このことも賦課金によって長屋門が建てられた裏付けとなる。
　
八、文書長屋門の大きさと仕様


























































































































部位 文書部材名 断面（寸） 長さ（尺） 本数 品位 樹種 部材名 断面（㎜） 断面（寸） 長さ（尺） 本数 樹種
柱 柱 6×6 12 8 上角 槙 四隅柱 169×171 5.63×5.64 10.6 8 化粧 欅
柱 6×8 9 4 上角 槙 鏡柱 244×176 8×5.8 7.87 2 化粧 欅
門両端柱 192×? 6.34×? 8.8 2 化粧 欅
6×6 12 2 上角 槙 楣 130×140 4.5×4.7 7.3 1 化粧 欅
蹴放し痕 ? 7.3 1 化粧 欅
脇門楣 143×170? 4.7×5.6? 2.85 2 化粧 欅
7×12 16 1 上角 槙 冠木 349×? 11.52×? 14.67 1 化粧 欅
6×8 4.5 2 槙
脇蹴放し 60×118 2×4 2.85 2 化粧 欅
脇門上板 化粧 欅
柱 28 杉 内部柱 120〜130角 22+α 杉
6,5×13 2,5間 2 上角 松 梁（前） 281×180 9.4×6 16.5 1 化粧 松
梁（後） 282×169 9.4×5.7 15.3 1 化粧 松
4×6.5 6 18 上角 松 腕木 172×110 5.64×3.7 5.6 18 化粧 松
1.5×4 10 16 上角 松 壁下見見切 105×40 3.5×1.4 11 2 化粧 松
壁下見見切 124×40 4.2×1.4 18.5 2 化粧 松
壁下見見切 124×40 4.2×1.4 3 2 化粧 松
壁下見見切 105×40 3.5×1.4 13 2 化粧 松
通路側貫穴痕 130×31 4.3×1.1 10 2 化粧
1.2×7.5 6間 4 上角 松 付桁 24×196 0.8×6.6 延132（22間） 1 化粧 松
1.2×7.5 5.5 22 上角 松
1×1.5 10.5 30 上角 松 垂木下見切 30×42? 1×1.5? 142 1 化粧 松
鴨居梁 197×140 6.6×4.7 6.7 2 化粧 松
0.7×3.5 14 14 松 壁貫 100×? 3.3×?
0.7×3.5 12.5 20 松
0.7×3.5 2間 34 松
0.7×3.5 2間 20 松
壁貫穴? 115×22 3.8×.75
4×8 2間 1 上角 松
3×6 13 8 松 2階床梁 180×85 6×3 12.8 8 松
5尺たるき 50 松 2階根太 47×49 1.6×1.6 18.3 10 松
5尺たるき 8 松 2階根太 47×49 1.6×1.6 11 8 松
2階床梁 160×220 5.4×7.4 18.3 2 松
1丈上たるき 4 松 通路上根太 52×70 1.7×2.4 10 4 化粧 松
1丈こまい 5 松 天井棹 35×24 1.2×0.8 化粧 松
3×3 7.5 12 栗 西土間床根太? 7.5 10
4×4 7.5 4 栗 東土間床根太? 10
破風板 門両はふ 破風板
6×6 13.5 2 上角 松 妻梁 150×155 5.1×5.1 13.4 2 化粧 松
6×6 15 4 上角 松 桁 180×155? 6×5.1 52 2 化粧 松
6×6 13 2 松
6×6 14 2 松
4×6 18 4 上角 松 腕木+梁 172×110 5.64×3.7 18 2 化粧 松
腕木 172×110 5.64×3.7 5.6 4 化粧 松
4×6 8 4 上角 松 隅木 172×110 5.64×3.7 8 4 化粧 松
4×5 16 3 上角 松
3×5 16 2 上角 松 出桁 81×120 2.7×4 150 1 化粧 松
3×5 11 8 松
3×5 6 4 松
2.5×3 9.5 16 松
3.5×3.5 9.5 8 松
□×7 15.5 5 上角 松 桟梁 111×175 4×6 13.1 5 化粧 松
末口4.5寸丸太 2.5間 6 松 敷梁丸太 17 1 野物 松
梁丸太 17 1 野物 松
梁丸太 末口4寸 15.6 4 野物 松
末口4.5寸丸太 5間 2 松 サス棟? 9間
末口3.5寸丸太 13 24 松 サス丸太穴 ? 24〜26
下ミさん挽物 1 松 下見桟 50×30 1.7×1 5 18 化粧 松
下見桟 47×27 1.7×1 6 33 化粧 松
6分6枚はり 25間 松板
8分 2間 上掾 松板
6分 2間 上板 松板 セガイ天井板? 15 6分 松
6分 1間 松板
6分ふしなし 3間 松板
2階床板 12 5坪 2 松
4分板7枚はり 14間 杉板 下見板7枚 12 4分 14間 杉
4分地板 4間 杉板
4分地板 7.5間 杉板
建具 杉板戸 6.2×3.6 4 杉板戸 6.2×3.4 4 杉
主扉 1077×2371×89 2 欅
脇扉 878×1426×71 2 欅
土台 76×170 2.6×5.6 18.2 1 檜?
土台 36×170 1.2×5.6 18.2 1 檜?









なり、側面および背面側は低く一段のままで、これも一致する。屋根の軒先も四方船枻造で一致する。なお、 は既述のように茅葺きから入母屋造り桟瓦葺きに変更されて、文書の総高さとは一致しない。しかし、文書の総高さ一丈二尺（三六三六ミリ）は棟高さを示すものではなく、桁高を示すものと考えると、現桁高が約三 ・五四メートルで、柱足元が切断されていることを考えると ほぼ同程度の高 となる。壁の小舞下地は竹と茅が使用されて、茅が使用されたことと一致する。建具では文書にみられる四枚の板戸が門背面の左右にあり、文書の記述寸法と一致する。文書では長屋門の左右に腕木と出桁をもつ瓦葺きの塀がみえるが、現在の塀は柱上部に瓦を置く簡単な塀で一致しない。しかし、現長屋門の南西隅柱にのこる痕跡から、現状より高い塀が建てられていたこ が判明るが、腕木のある塀であ かどうかはわ
からない。　
以上のように「志願日記帳」の家前長小屋






















とす 。なお、材木明細には でできた主扉か脇扉の部材 みられる の材木 みられない。また、
表４
の工事費内訳にも購入品の中









































































の研究」日本建 学会北陸支部研究報告集五十二号二〇〇九年によれば、福井藩の留木は時代よって多少異なり、槙・松・杉・桐・槻あるいは樫（欅）で、槙が檜あるいはアスナロを指していたことも考えられる。 、こ ことから「志願日記帳」の槙は檜あるいはアスナロと考えられるが、現長屋門は欅材で り、槙の代用として欅を使用したことも考えられる。今後の研究を待ちたい。
『??????』（?????????）
